
（1）　平成 25年 8月 第 113号

http://rinya.maff.go.jp/chubu/

○ 国有林モニター会議（現地見学）を開催 ………………………………………… Ｐ２
○ 高山植物等保護対策協議会総会を開催 ………………………………………Ｐ２～３
○ 各地からのたより ……………………………………………………………… Ｐ３～６
○ シリーズ「森林官からの便り」 …………………………………………………… Ｐ７
○ シリーズ「ご当地自慢」 …………………………………………………………… Ｐ８

主な項目

（Ｐ３に関連記事）

民有林と国有林の更なる連携を!

木曽谷流域森林整備協定を締結

調印を終えた協定団体の代表者
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［
企
画
調
整
課
］
八
月
一
日
、
岐
阜
県
高
山
市

荘
川
町
一
惣
造
林
組
合
林
外
（
飛
騨
署
管
内
）

に
お
い
て
、「
開
か
れ
た
国
有
林
」
の
管
理
経

営
状
況
に
つ
い
て
見
学
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
十
六
名

の
参
加
に
よ
り
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
現
地

見
学
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
伊
藤
荘
川
首
席
森
林
官
か
ら
説
明

の
下
、
荘
川
町
に
て
「
高
山
市
一
色
・
山
中
山

地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
に
よ
り
民
国
連
携

が
図
ら
れ
て
い
る
森
林
施
業
団
地
内
の
一
惣
造

林
組
合
林
の
伐
採
現
場
に
お
い
て
ハ
ー
ベ
ス
タ

に
よ
る
集
・
造
材
作
業
を
見
学
し
た
後
、
ス

キ
ー
場
駐
車
場
跡
地
を
活
用
し
た
中
間
土
場
に

お
け
る
流
通
コ
ス
ト
縮
減
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
午
後
の
現
地
見
学
で
は
、
高
山
市
立
東
小
学

校
に
て
高
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
石
原
さ
ん

か
ら
高
山
市
の
学
校
施
設
木
造
・
木
質
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
概
要
の
説
明
を
受
け
た

後
、
小
谷
教
頭
先
生
の
案
内
の
下
、
木
造
校
舎

内
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
飛
騨
の
家

具
館
」
に
て
飛
騨
産
業
㈱
の
中
井
生
産
本
部
長

と
岩
本
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
節
を
生

か
し
た
家
具
つ
く
り
な
ど
現
在
の
多
様
な
家
具

つ
く
り
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
引
き
続

い
て
、
国
産
材
が
活
用
さ
れ
た
家
具
等
が
展
示

さ
れ
て
い
る
家
具
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
現
地
見
学
で
は
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
か
ら
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
作
業
機
械
の
稼
動

作
業
を
見
学
で
き
た
こ
と
が
印
象
深
い
」、「
民

国
連
携
の
取
組
は
、
効
率
や
連
携
に
よ
る
交
流

な
ど
の
点
で
素
晴
ら
し
い
試
み
だ
と
思
い
ま

す
」、「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
違
い
、
温
か
み

を
感
じ
、
こ
ん
な
学
校
で
勉
強
で
き
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
し
た
」、「
小
学
校
の
木
造
化
は
、
子

ど
も
た
ち
に
愛
着
を
生
む
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」、「
家
具
に
節
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
気

に
入
り
ま
し
た
」、「
良
い
家
具
は
心
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
」、「
川
上
の
作
業
か
ら
川
下
の

利
用
ま
で
木
材
の
利
用
に
つ
い
て
よ
く
分
か
り

ま
し
た
」、「
木
が
手
元
に
届
く
に
は
本
当
に
多

く
の
手
間
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

等
と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
回
の
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
（
現
地
見
学
）
で
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
国
有
林
野
の
管

理
・
経
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

 

［
保
全
課
］
七
月
十
二
日
、
中
部
森
林
管
理
局

大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
（
第

五
十
二
回
）「
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
」

（
高
植
協
）
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
高
植
協
は
、
長
野
県
内
の
国
有
林
並
び
に
民

有
林
に
お
け
る
高
山
植
物
等
の
保
護
と
地
域
内

の
美
化
を
目
的
に
、
環
境
省
、
長
野
県
、
警

察
、
中
部
森
林
管
理
局
の
行
政
機
関
や
報
道
、

交
通
、
教
育
、
観
光
、
山
岳
等
の
関
係
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
会
に
は
、
長
野
県
山
岳
協
会
や
長
野
県
自

然
保
護
連
盟
な
ど
か
ら
二
十
五
名
の
委
員
が
出

席
し
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
等
を
提
案
し
審
議
し
ま

し
た
。

　
長
野
県
内
五
地
区
（
北
信
、
中
信
、
東
信
、

南
信
、
木
曽
）
の
協
議
会
か
ら
は
、
平
成
二
十�

四
年
度
に
高
山
植
物
の
無
許
可
採
取
、
踏
み
荒

ら
し
等
に
よ
る
違
反
者
へ
の
指
導
件
数
は
、

一
、四
五
三
件
で
前
年
比
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
と

減
少
し
、
こ
れ
に
は
、
保
護
指
導
員
等
に
よ
る

見
回
り
の
強
化
や
シ
ー
ズ
ン
当
初
の
啓
発
活
動

等
の
成
果
が
考
え
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
登
山
ブ
ー
ム
に
よ
る
登
山
初
心
者

の
認
識
不
足
に
よ
る
違
反
や
、
一
人
用
テ
ン
ト

の
普
及
に
よ
る
禁
止
場
所
で
の
野
営
、
写
真
撮

影
の
た
め
の
立
入
禁
止
区
域
へ
の
侵
入
な
ど
、

違
反
行
為
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
啓
発
活
動
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
作
成
し
て
い
る
啓
発
用
ポ
ス

タ
ー
の
写
真
及
び
標
語
を
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

共同施業団地（造材作業見学）

総会の様子

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

　
　
　（
現
地
見
学
）を
開
催

平
成
二
十
五
年
度

踏み荒らし
23％

立入禁止地侵入
53％

その他
10％

ゴミ投棄
6％

採取 2％
摘み取り 6％

平成24年度違反件数内訳

第
五
十
二
回
高
山
植
物
等
保
護
対
策

協
議
会
総
会
を
開
催

第
五
十
二
回
高
山
植
物
等
保
護
対
策

協
議
会
総
会
を
開
催
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や
会
員
の
協
力
を
得
る
中
で
広
く
募
集
す
る
と

の
提
起
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
最
近
の
行
政
機
関
の
取
り
組
み
と

し
て
、
長
野
県
か
ら
「
高
山
帯
に
お
け
る
環
境

変
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」、
環
境
省
長
野
自
然
環

境
事
務
所
か
ら
は
「
国
立
公
園
野
に
お
け
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
」、
中
部
森

林
管
理
局
か
ら
は
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の

取
り
組
み
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

一
　
高
山
植
物
等
の
保
護
思
想
の
高
揚

二
　�

高
山
帯
へ
の
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
自
粛
に

対
す
る
指
導

三
　�

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
及
び
強
化
週
間
の

実
施

四
　�

野
生
獣
に
よ
る
植
物
の
食
害
対
策
の
実
施

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
承
認
し
て
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
八
月
九
日
、
木
曽
町
役
場
に
お
い

て
「
木
曽
谷
流
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
木
曽
地
区
の
全
て
の
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
て
効
率
的
な
作
業
路
網
の
開

設
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
、
木
材
の
安
定
供
給

と
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な

林
業
の
再
生
を
目
指
す
枠
組
み
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
調
印
者
は
、
木
曽
郡
六
町
村
、
同
郡
内
森
林

組
合
、
木
曽
木
材
生
産
事
業
協
会
、
木
曽
官
材

市
売
協
同
組
合
、
木
曽
地
方
事
務
所
、
木
曽
森

林
管
理
署
、
南
木
曽
支
署
の
十
五
団
体
で
す
。

　
協
定
期
間
は
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
約
十
年
間
で
す
。
今
後
は
森
林
整
備
推

進
協
議
会
を
組
織
し
、
各
地
に
施
業
団
地
を
設

定
す
る
と
と
も
に
実
施
計
画
の
作
成
を
行
い
、

計
画
の
確
実
な
遂
行
に
よ
り
、
本
協
定
の
目
的

の
達
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
調
印
後
、
木
曽
郡
町
村
会
長
の
栗
屋
木
祖
村

長
は
「
か
つ
て
木
曽
地
域
の
雇
用
と
経
済
は
、

森
林
･
林
業
が
担
っ
て
い
た
。
本
協
定
に
よ
り

民
国
連
携
が
明
確
化
さ
れ
た
。
今
後
は
森
林
整

備
の
み
で
な
く
、
木
材
を
活
用
す
る
取
組
の
推

進
に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
と
経
済
が
発
展
す
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

高
嶋
木
曽
森
林
管
理
署
長
か
ら
は
、「
民
国
に

よ
る
森
林
整
備
協
定
は
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
本
協
定
は
面
積
十
四
万
四
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
り
全
国
最
大
で
あ
る
。
今
後
、
民
国
の

団
地
化
を
進
め
山
元
か
ら
川
下
ま
で
の
木
材
の

流
通
を
皆
で
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た

共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
よ
り
、
木
曽
流
域
の

森
林
･
林
業
の
再
生
と
地
域
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
七
月
十
二
日
（
金
）、
中
津
川
市

の
市
議
会
議
員
一
行
が
当
署
管
内
の
治
山
事
業

現
場
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
関
係
者
に
国
有
林
野
事
業
の
業
務
を

よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
森

林
管
理
署
か
ら
市
議
会
事
務
局
に
要
請
を
し
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
市
議
等
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
、

市
役
所
を
朝
九
時
に
出
発
し
、
ま
ず
は
湯
舟
沢

国
有
林
内
の
姥
ナ
ギ
沢
復
旧
治
山
工
事
現
場
へ

向
か
い
ま
し
た
。
途
中
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
中

で
、
署
長
か
ら
東
濃
森
林
管
理
署
の
業
務
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
。
姥
ナ
ギ
沢
の
現
場

で
は
、
総
括
治
山
技
術
官
と
監
督
職
員
で
あ
る

治
山
技
術
官
か
ら
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
非
常
に
急
峻
な
現
場
で
の

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
た
作

業
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
市
議
か
ら
は
、

「
現
場
を
遠
望
す
る
だ
け
で
も
足
が
す
く
む
思

い
だ
。」、「
大
変
な
苦
労
を
し
て
治
山
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。」
等

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
近
く
の
巨
樹
巨
木
「
神
坂
大
檜
」

及
び
コ
ハ
清
水
の
復
旧
治
山
工
事
現
場
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

調印締結の様子

姥ナギ沢の視察の様子

コハ清水の視察の様子

「
木
曽
谷
流
域
森
林
整
備

�

推
進
協
定
」
の
締
結

中
津
川
市
議
会
議
員

�

治
山
現
場
視
察

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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コ
ハ
清
水
は
何
年
間
に
も
わ
た
っ
て
渓
間
工

を
実
施
し
て
い
る
箇
所
で
、「
市
民
の
住
む
町

場
の
上
流
部
で
、
こ
の
よ
う
な
工
事
が
地
道
に

継
続
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
知
ら
な
か
っ
た
。」、「
今
日
は
実
際
に
現
場

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
午
前
中
だ
け
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
の
現
場
案
内
で
し
た
が
、
当
署
と
し
て
は
こ

れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
地
域
関
係
者
に
国
有
林

野
事
業
の
取
組
を
実
際
に
目
で
見
て
い
た
だ
く

機
会
を
で
き
る
だ
け
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 ［
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
］

　
平
成
二
十
五
年
度
第
一
回
目
の
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
を
七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
の
五
日
間
、
下
呂
温
泉
旅
館
会
館
及
び
岐
阜

署
管
内
の
乗
政
（
の
り
ま
さ
）
国
有
林
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、

木
中
部
森
林
管
理
局
長
の

開
講
の
挨
拶
、
野
村
下
呂
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
部
地
方

な
ど
六
県
か
ら
県
、
市
町
村
、
国
有
林
の
職
員

な
ど
二
十
六
名
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
七
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
第

一
週
（
五
日
間
）、
第
二
週
（
五
日
間
）
の
計

十
日
間
の
コ
ー
ス
を
三
回
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
市
町
村
森
林
整
備
計

画
や
森
林
経
営
計
画
の
概
要
・
演
習
、
路
網
と

作
業
シ
ス
テ
ム
、
森
林
施
業
の
集
約
化
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
、
地
域
の

森
林
・
林
業
関
係
者
を
的
確
に
支
援
・
指
導
で

き
る
人
材
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
「
技
術
力
・
構
想

力
・
合
意
形
成
能
力
」
の
習
得
を
目
指
し
、
積

極
的
に
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
研
修
終
了
後
は
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の

策
定
等
の
支
援
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
地
域
の
森
林
･
林
業
の
再
生
、
山
村
地
域

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

［
飛
騨
署
］
七
月
十
日
、
岐
阜
県
白
川
村
の
白

川
郷
学
園
小
学
四
年
生
十
三
名
が
担
任
の
三
島

先
生
や
加
藤
校
長
先
生
引
率
の
下
で
、
地
元
の

大
白
川
国
有
林
に
設
定
さ
れ
た
白
山
白
川
自
然

休
養
林
内
で
、
来
訪
者
が
ゆ
っ
く
り
休
憩
で
き

る
よ
う
に
と
遊
歩
道
に
丸
太
イ
ス
を
設
置
し
た

り
、
森
林
の
働
き
な
ど
に
つ
い
て
の
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
目
的
は
、
地
元
に
暮
ら
す
児
童
た
ち

に
こ
ん
な
に
も
綺
麗
な
景
色
や
豊
富
な
自
然
が

故
郷
に
は
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
故
郷
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
午
前
中
は
、
散
策
路
に
設
置
す
る
丸
太
を
各

児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
ヤ
ス

リ
が
け
を
行
い
、
綺
麗
に
な
っ
た
丸
太
に
思
い

思
い
絵
を
描
い
て
遊
歩
道
に
設
置
し
ま
し
た
。

丸
太
の
ヤ
ス
リ
が
け
で
は
、
一
抱
え
も
あ
る
大

き
な
丸
太
と
不
成
形
な
切
り
口
に
児
童
た
ち
は

悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
白
山
白
川
自
然

休
養
林
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
協
定
を

結
ん
で
い
る
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
荘
川
支
部

会
員
の
お
じ
さ
ん
た
ち
に
丸
太
を
支
え
て
も

ら
っ
た
り
、
ヤ
ス
リ
が
け
の
コ
ツ
を
教
わ
り
、

丸
太
の
仕
上
が
り
具
合
を
確
か
め
な
が
ら
小
さ

な
手
を
一
生
懸
命
に
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　
丸
太
い
す
が
き
れ
い
に
仕
上
が
る
と
、
思
い

思
い
の
サ
イ
ン
ペ
ン
や
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
手

に
し
て
今
日
の
思
い
出
が
い
つ
ま
で
も
白
水
の

森
に
残
る
よ
う
に
と
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
に
輝
く

白
水
湖
の
風
景
や
白
川
郷
の
合
掌
家
屋
な
ど
の

風
景
や
人
物
像
を
描
き
ま
し
た
。

丸太イスを作製する児童

野村下呂市長の挨拶

現地研修

「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
」
始
ま
る

白
川
小
児
童
に
よ
る
レ
ク
森
整
備


